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研究の全体概要 

プラスチック代替を目的とする紙製品が注目されているが、これら紙製品の技術課題は湿潤状態で

の強度や内容物の劣化防止のためのガスバリア性などがある。従来品ではこの課題解決のためプラス

チックのコーティングやラミネートでこれらの機能を補うが、プラスチックの重量割合が 50％に達す

るものもあり、これでは真の環境適合素材とはいえない。また、これらの解決策として「セルロースナ

ノファイバー」の用途開発が進められているが、未だ実用化に至らないか、用途が極めて限定的でプラ

スチック代替例は少ない。 

そこで本研究ではこれまでの研究成果であるセルロースのアルカリ可溶化・再生技術とナノセルロ

ースの技術を融合し、既存の紙加工技術を応用した製造方法で、海洋分解性・リサイクル性・実用耐久

性を優れた「セルロースナノファイバーコンポジット」の実用化を目指す。 

具体的には、既存のセルロース紙にロール toロールプロセスを用いてセルロースナノファイバー複

合液を塗工して、機能性ロール紙を得る。更にこの機能性ロール紙を用いて成型したセルロース 100％

の環境適合材料として最終製品化を目指す。 

本研究で得られる成果は、プラスチックを使用しないで既存品の性状、機能を維持しつつ土壌・河

川・海水のいずれの環境でも良好に生分解する 100％セルロース素材を開発することで、近年の海洋プ

ラスチックごみ問題の解消に貢献する。 
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